
秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章多田 康文さん

山口町（73歳）

　

多
田
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
11
月
、

阿
南
市
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

４
期
16
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
平
成
７
年
12
月
か
ら
は
２
年

間
議
長
に
就
任
。
ま
た
、
各
常
任

委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
委
員
長
、

議
会
選
出
の
農
業
委
員
会
委
員
な

ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
高
邁
な

政
治
信
念
で
地
方
自
治
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章西條 益生さん

福井町（77歳）

　

西
條
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
４
月

那
賀
町
西
納
小
学
校
教
諭
と
し
て

奉
職
し
て
以
来
、
平
成
９
年
に
退

職
さ
れ
る
ま
で
、
長
き
に
わ
た
り

学
校
教
育
の
充
実
と
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
徳
島

県
教
育
会
事
務
局
長
、
徳
島
地
方

裁
判
所
家
事
調
停
委
員
、
阿
南
簡

易
裁
判
所
民
事
調
停
委
員
を
務
め

ら
れ
る
な
ど
、
教
育
・
司
法
の
分

野
で
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

瑞
宝
双
光
章山下 勝利さん

新野町（71歳）

　

山
下
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
４
月

に
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
以
来
、

37
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
誠
実
か

つ
積
極
的
に
職
務
を
遂
行
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
航
空
機
の
操
縦
、

航
空
管
制
、
人
材
育
成
、
広
報
な

ど
の
分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
、

航
空
安
全
の
確
保
や
治
安
維
持
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章大久保キヨ子さん

羽ノ浦町（68歳）

　

大
久
保
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
か

ら
38
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
徳
島

県
保
健
師
と
し
て
、
保
健
医
療
福

祉
体
制
の
整
備
と
人
材
の
育
成
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
市
町

村
お
よ
び
医
療
福
祉
関
係
機
関
等

と
の
協
力
連
携
の
も
と
、
医
療
提

供
体
制
の
整
備
や
健
康
危
機
管
理

対
策
な
ど
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。瑞

宝
単
光
章玉置進一郎さん

那賀川町（79歳）

　

玉
置
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
12
月

に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱

さ
れ
て
以
来
、
39
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
と

生
活
の
安
定
に
献
身
的
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
那
賀
川
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
監
事
、
理
事
、

副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
円
滑
な
組

織
運
営
や
社
会
福
祉
事
業
の
推
進

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章町田 輝美さん

加茂町（66歳）

　

町
田
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
３
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
積
極
的
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
平
成
19
年
か
ら
は

副
団
長
と
し
て
、
そ
の
重
責
を

ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23

年
に
退
団
す
る
ま
で
34
年
余
り
の

長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
防
災
活

動
を
通
じ
て
安
全
で
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。危

険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章松田 秀明さん

羽ノ浦町（64歳）

　

松
田
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
９
月

に
徳
島
市
消
防
吏
員
を
拝
命
さ
れ

て
以
来
、
36
年
余
り
の
長
き
に
わ

た
り
消
防
活
動
に
従
事
し
、
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
に
尽
力
さ
れ

る
と
と
も
に
、
消
防
活
動
の
広
域

化
、
救
急
業
務
の
高
度
化
の
推
進

な
ど
消
防
行
政
に
多
く
の
業
績
を

残
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

瑞
宝
単
光
章竹村 文博さん

羽ノ浦町（61歳）

　

竹
村
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
３
月

に
海
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
以
来
、

34
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
常
に
お

う
盛
な
責
任
感
を
も
っ
て
積
極
的

に
職
務
を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
航
空
基
地
隊
員
と
し
て
、
地

上
救
難
、
車
両
操
縦
お
よ
び
警
衛

業
務
に
日
夜
厳
正
な
態
度
で
精
励

さ
れ
、
国
防
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。瑞

宝
単
光
章濵　賢治さん

才見町（61歳）

　

濵
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
５
月
に

陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
以
来
、

36
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
職
務
を

遂
行
し
、
自
衛
隊
の
充
実
・
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
善

通
寺
駐
屯
地
業
務
隊
管
理
科
輸
送

班
長
と
し
て
は
、
安
全
か
つ
能
率

的
な
輸
送
業
務
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
人
材
の
育
成
や
円
滑
な
隊

務
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰

　

伊
藤
次
男
さ
ん

　
　
　
　
　

黒
津
地
町
（
65
歳
）

　

伊
藤
さ
ん
は
、
41
年
の
長
き
に

わ
た
り
造
船
業
一
筋
に
従
事
し
、

造
船
技
術
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
徳
島
県
造
船
工
業

会
、
四
国
小
型
船
舶
工
業
会
の
理

事
と
し
て
、
小
型
船
造
船
業
の
経

営
基
盤
強
化
、
労
働
災
害
の
防
止

対
策
に
取
り
組
む
な
ど
、
業
界
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
原
日
出
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　

大
潟
町
（
69
歳
）

　

福
原
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
５
月

に
四
宮
海
運
に
入
社
し
て
以
来
、

長
年
に
わ
た
り
機
関
部
に
在
籍
さ

れ
、
現
在
は
機
関
長
と
し
て
の
重

責
を
担
わ
れ
て
い
ま
す
。
機
関
士

と
し
て
長
年
培
っ
た
知
識
と
技
術

で
船
舶
の
心
臓
部
分
を
守
り
続
け
、

安
全
な
航
海
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

泰
地
孝
次
さ
ん

　
　
　
　
　

羽
ノ
浦
町
（
71
歳
）

　

泰
地
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
栄

興
自
動
車
を
開
業
し
、
昭
和
51
年

か
ら
は
㈲
栄
興
自
動
車
販
売
の
代

表
取
締
役
と
し
て
、
経
営
基
盤
の

拡
充
や
人
材
の
育
成
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
徳
島
県
指
定
自

動
車
整
備
工
場
協
議
会
会
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
、
自
動
車
整
備
業
界

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
本
新
三
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　

伊
島
町
（
74
歳
）

　

岡
本
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に
伊

島
町
会
会
長
に
就
任
さ
れ
て
以

来
、
平
成
25
年
に
退
任
さ
れ
る
ま

で
の
長
き
に
わ
た
り
伊
島
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
、
島
内
の
住
環
境
の

向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。現
在
も
、「
イ
シ
マ
サ
サ
ユ
リ
」

の
保
護
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

井
内
英
二
さ
ん

　
　
　
　
　

富
岡
町
（
72
歳
）

　

井
内
さ
ん
は
、
徳
島
県
す
し
商

生
活
衛
生
同
業
組
合
の
創
立
に
尽

力
さ
れ
、
昭
和
55
年
に
理
事
に
就

任
し
て
以
来
、
常
に
中
心
的
役
割

を
担
わ
れ
、
組
合
の
活
性
化
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
22
年
の
第
53
回
す
し
連
徳
島
大

会
で
は
、
副
理
事
長
と
し
て
、
大

会
成
功
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
原
美
智
子
さ
ん

　
　
　
　
　

富
岡
町
（
74
歳
）

　

福
原
さ
ん
は
、
美
容
師
と
し
て
、

そ
の
技
術
の
向
上
と
継
承
に
努
め
、

徳
島
県
美
容
業
環
境
衛
生
同
業
組

合
理
事
と
し
て
、
業
界
の
社
会
的

地
位
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
58
年
に
は
、
千
葉
益
子
賞
花

嫁
着
付
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
一

席
に
輝
く
な
ど
、
日
本
文
化
の
伝

承
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰

　

髙
井
三
也
さ
ん

　
　
　
　

下
大
野
町
（
62
歳
）

　

髙
井
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
25
年

に
わ
た
り
、
地
域
の
更
生
保
護
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
公
平
で

誠
実
な
指
導
と
常
に
穏
や
か
な
人

柄
で
、
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の

更
生
を
助
け
、
防
犯
予
防
活
動
や

更
生
保
護
思
想
の
啓
発
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

古
山
才
太
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　

上
中
町
（
74
歳
）

　

古
山
さ
ん
は
、
平
成
３
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
22
年

の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保

護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
犯
罪
や

非
行
を
犯
し
た
若
者
の
更
生
を
助

け
る
傍
ら
、
地
区
保
護
司
会
の
事

務
局
長
を
長
年
務
め
ら
れ
る
な
ど
、

同
会
の
運
営
、
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

農
林
水
産
統
計
業
務
永
年
協
力
者

　

八
多
正
夫
さ
ん
（
福
井
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
統
計

業
務
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県

藍

青

賞

■
運
動
競
技

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

羽
ノ
浦
中
学
校
新
体
操
部

鳴
門
渦
潮
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

（
松
田
碧
依
・
２
年
、
櫛
谷
涼
夏
・

２
年
、
兼
任
ひ
か
る
・
１
年
、
多

田
美
咲
・
１
年
）

貞
光
工
業
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
計
盛
将
志
・
３
年
、
森　

遼
太
・

２
年
）

【
個
人
】

延
口
美
咲
（
柔
道
・
阿
南
中
３
年
）

岩
﨑
楓
由
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
徳

島
中
３
年
）

大
羽
剛
司
（
陸
上
・
美
馬
商
業
高

校
３
年
）

■
研
究
・
制
作
・
表
現
活
動
等

【
個
人
】

川
田
実
央
（
作
文
・
那
賀
川
中
１

年
）

　
平
成
25
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
阿
南
市
で
は
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
表
彰
等
と
併
せ
て
ご
披
露
し
ま
す
。

（
掲
載
の
ご
了
解
が
得
ら
れ
た
方
を
発
表
順
に
紹
介
。
一
部
、
敬
称
略
）

長
年
の
功
績

栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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〈分科会〉

会　　名 会　　　場 研　　　究　　　概　　　要

就 学 前 教 育
文化会館
２階　研修室

就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性について、保
護者・地域への啓発や教育（保育）内容をどのように実践しているか。

小・中学校教育
富岡公民館
２階　ホール

心豊かでたくましい子どもを育てるために、人権意識を高めながら連
帯感のある PTA 活動を推進しよう。
学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが叫
ばれています。PTA 活動や地域活動を中心とした子ども・学校・家庭・
地域が連携した人権教育・啓発をどのように進めていくか、参会者が
思いを伝え合うなかで考えていきましょう。

高 校 ・ 高 専 ・
特別支援学校教育
　

ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間 A

「身元調査お断り」ワッペン運動の輪をさらにひろげ、一人ひとりの
人権意識の高揚を図ろう。
－身元調査と私たちのくらし－
高度情報化社会の到来により、たいへん便利になった反面、インター
ネットをはじめ生活のあらゆる場面において人を傷つける情報も後を
絶ちません。今一度、一人ひとりがしあわせに生きられるために、何
をしなければならないか考えてみましょう。

社 会 教 育
文化会館
１階　視聴覚室

人権を確立し、すべての人の命と健康が守られる社会を創ろう。
～相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生き
る社会づくりを進めよう～
すべての市民が日常のさまざまな生活を「人権」と結びつけて考え、
あらゆる差別や不合理を解消する取り組みを進めるための教育・啓発
活動を共に考えましょう。

企 業 ・ 職 域
ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ｂ・Ｃ

市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り差別の
ない明るい職場をつくろう。
企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）を
見直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向上を
めざした実践活動を推進しましょう。

行 　 　 　 政
ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

公務員として要請されている課題と使命を十分認識し、常に人権の視
点で業務を遂行しているか。

「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき「人権尊重のまちづくり」
に取り組んでいるか。
人権教育・啓発の諸事業を通じて、関係機関・職場・地域との連携を
密にした実践活動を推進しているか。

※託児を希望される方は、１月 24日㈮までに人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22ー3392）へ

阿南市人権教育研究大会にご参加ください
阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣　旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、
人権教育・啓発活動の具体的な実践について研究する。

日　時　２月１日㈯　10:00～16:00（予定）　　参加費　700円（弁当・お茶付き）

研究内容および会場　
〈全体会〉　夢ホール（文化会館）　講演　演題　「インターネットによる人権侵害」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～中・高生のネット事情について～

講師　徳島県立徳島科学技術高等学校　教諭　切原 宏和 さん

社
会
福
祉
に
尽
力

徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
　

■
名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

岡
本
新
三
郎
（
伊
島
町
）

埴
淵　

直
昭
（
羽
ノ
浦
町
）

山
口　

惠
子
（
那
賀
川
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

佐
藤　

貞
子
（
那
賀
川
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

淡
島
学
園
「
手
習
い
ク
ラ
ブ
」

（
西
路
見
町
）

喜
来
環
境
美
化
組
合
（
新
野
町
）

■
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

荒
谷　

隆
文
（
黒
津
地
町
）

井
内　

文
彦
（
羽
ノ
浦
町
）

池
添　

哲
哉
（
見
能
林
町
）

岩
尾　

雄
吉
（
長
生
町
）

岩
橋　

儀
一
（
長
生
町
）

上
原
惠
美
子
（
下
大
野
町
）

大
川
美
代
子
（
横
見
町
）

大
島　

滋
樹
（
羽
ノ
浦
町
）

上
地　

敏
子
（
吉
井
町
）

日
下
ヱ
リ
子
（
羽
ノ
浦
町
）

庄
野　

弘
子
（
羽
ノ
浦
町
）

高
島　

敏
子
（
津
乃
峰
町
）

田
上　

明
信
（
那
賀
川
町
）

武
田
千
代
子
（
椿
町
）

立
田
佳
代
子
（
上
中
町
）

長
久　
　

功
（
出
来
町
）

蝶
子　

義
和
（
羽
ノ
浦
町
）

中
野
キ
ヨ
ヱ
（
那
賀
川
町
）

西
岡　

安
夫
（
富
岡
町
）

西
本
浩
次
郎
（
那
賀
川
町
）

坂
東　

壽
子
（
椿
町
）

松
浦　
　

昭
（
羽
ノ
浦
町
）

美
馬　

義
明
（
津
乃
峰
町
）

山
城　

晋
作
（
那
賀
川
町
）

山
本　

義
剛
（
新
野
町
）

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
・
団
体

里
廣　

理
恵
（
上
中
町
）

庄
野
扶
美
子
（
那
賀
川
町
）

髙
木　

俊
昭
（
那
賀
川
町
）

田
中
美
由
紀
（
阿
瀬
比
町
）

湊　
　

明
美
（
原
ケ
崎
町
）

山
口　

政
利
（
那
賀
川
町
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体

尾
崎　

範
子
（
下
大
野
町
）

高
島　

朋
子
（
宝
田
町
）

■
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

粟
飯
原
尊
弘
（
中
林
町
）

髙
城　
　

勢
（
羽
ノ
浦
町
）

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会　

■
永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

　
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

児
玉　

通
雄
（
橘
町
）

■
永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

　
児
童
委
員
表
彰

中
川
美
枝
子
（
椿
泊
町
）

吉
田　
　

繁
（
新
野
町
）

太
居　

雅
敏
（
椿
泊
町
）

谷
川　

和
子
（
羽
ノ
浦
町
）

米
山　

健
一
（
椿
町
）

全
国
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
　
　

■
会
長
表
彰

助
田
門
次
郎
（
椿
泊
町
）

阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作
品
表
彰

　

第
42
回
阿
南
市
文
化
祭
優
秀
作

品
表
彰
式
が
12
月
15
日
に
夢
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

■
書
道
の
部

【
市
長
賞
】
陶
久　

房
枝

【
議
長
賞
】
小
西　

千
恵

【
教
育
長
賞
】
中
川
惠
美
子

■
日
本
画
の
部

【
市
長
賞
】
植
田　

忠
生

■
洋
画
の
部

【
市
長
賞
】
東　

紀
美
子

【
議
長
賞
】
答
島　

久
子

【
教
育
長
賞
】
撫
中　

義
美

■
写
真
の
部

【
市
長
賞
】
福
原　

敏
雄

【
議
長
賞
】
福
井　

邦
博

【
教
育
長
賞
】
姫
野　

博
司

■
美
術
工
芸
の
部

【
市
長
賞
】
園
田
と
み
え

【
議
長
賞
】
増
本　

隆
子

【
教
育
長
賞
】
町
田
千
代
子

■
華
道
展
の
部

【
市
長
賞
】
池
坊

【
議
長
賞
】
遠
州

【
教
育
長
賞
】
花
芸
安
達
流

■
寒
蘭
展
の
部

【
市
長
賞
】
秦
野　

一
三

【
議
長
賞
】
阿
部　

光
雄

【
教
育
長
賞
】
佐
野　

哲
也

■
俳
句
の
部

【
市
長
賞
】
阿
部
ま
す
み

【
議
長
賞
】
森　
　

泰
子

【
教
育
長
賞
】
神
野　

幸
子

■
短
歌
の
部

【
市
長
賞
】
松
島　

博
子

【
議
長
賞
】
森　
　

歌
子

【
教
育
長
賞
】
宮
本
久
美
子

■
学
童
展

科
学
経
験
発
表
の
部（
１
～
４
年
）

【
市
長
賞
】

　

湯
浅　
　

菫
（
福
井
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

中
西　

瑚
珀
（
富
岡
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

中
野
瑛
梨
香
（
横
見
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部
（
５
、６
年
）

【
市
長
賞
】

　

青
木　

琴
菜
（
橘
小
）

【
教
育
長
賞
】

　

鎌
田　

珠
希
（
桑
野
小
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】

　

福
田
穂
乃
香
（
桑
野
小
）

科
学
経
験
発
表
の
部
（
中
学
生
）

【
市
長
賞
】
岩
野
ひ
か
る
、
清
久

晟
伸
、髙
橋
隼
人
、小
田
優
斗
、山

根
啓
吾
、福
田
龍
弥（
富
岡
東
中
）

【
教
育
長
賞
】
小
谷
雪
之
丞
、
笹

田
か
り
ん
（
阿
南
第
二
中
）

【
教
育
研
究
所
長
賞
】
髙
橋
隼
人
、

小
田
優
斗
、山
根
啓
吾（
富
岡
東
中
）

水道管の冬支度を！
夜の冷え込みにご注意を
気温が氷点下４度以下になると、防寒の
できていない水道管は凍ったり破裂した
りします。次のような水道管は、早めに
手当てしましょう。
・むき出しの水道管
・北向きにある水道管
・風がよく当たる水道管

水道管が破裂したとき
水道メーターの箱の中にある止水栓（バ
ルブ）を閉めて水を止め、破裂した部
分に布やテープなどで応急手当てをし
て、市指定上下水道工事店共同組合（☎
22ー7608）または市指定水道工事店に
修理を依頼してください。

水道が凍って水が出ないとき
タオルをかぶせ、その上からぬるま湯を
ゆっくりとかけて溶かしてください。熱
湯をかけると破裂することがありますの
で、ご注意ください。

防寒の方法

▼保温材を巻きます。蛇口のあたりは破
裂しやすいので、完全に包んでください。

▼保温材には、毛布・布などを利用して
ください。また、保温材がぬれないよう
ビニールなどを巻いてください。

▼メーターボックスの中に毛布や布切れ
などを入れて、ふたの上にダンボールを
載せるなどして保温してください。

問い合わせは　水道部工務課
　　　　　　　（☎22ー3295）へ
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